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 議事内 容  下記 のとおり  

 

 

 

１  会議 名  第５回津 市上下水 道事業経 営審議会  

２  開催 日時  
令和３年 ７月１６ 日（金）  

午後２時 ００分か ら午後４ 時００分 まで  

３  開催 場所  津市上下 水道庁舎  ２階大 会議室  

４  出席 者の氏名  

（津市上 下水道事 業経営審 議会委員 ）  

加治佐隆 光（会長）、小黒敏 克（副会 長）、阿江  進、今

井和美、小川友香 、関口敦 子、髙山 幸憲、畑 井育男、松

井信幸  

（事務局 ）  

上下水道 事業管理 者  田村  学  

上下水道 事業局長  松下浩 己  

上下水道 事業局次 長  格嶋 淳夫  

水道工務 課長  山 﨑浩史  

水道施設 課長  池 山裕介  

上下水道 管理局長  浅井英 幸  

上下水道 管理局次 長  野田 浩司  

経営企画 担当参事 (兼 )経営企 画課長  上嶋幹久  

上下水道 管理課長  濵地秀 幸  

営業担当 参事 (兼 )営業課長  奥村登 志男  

上下水道 管理課管 理担当主 幹  栗本 みどり  

上下水道 管理課管 理担当主 事  川邊 康太  

上下水道 管理課管 理担当主 事補  安 部穂乃香  

５  内容  
⑴  水道事業 の経営シ ミュレー ションに ついて  

⑵  その他  

６  公開 又は非公 開  公開  

７  傍聴 者の数  １人  

８  担当  

上下水道 管理局上 下水道管 理課管理 担当  

電話番号  059－ 237－ 5811 

E-mail  237-5811@city.tsu.lg.jp 

審 議 会 等 の 会 議 結 果 報 告  
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 お待た せいたし ました 。定 刻となり ましたの で、た だ今 から、

第５回津 市上下水 道事業経 営審議会 を開催い たします 。  

 本日は 、ご多忙 のところ 、ご出席 を賜り厚 くお礼申 し上げま

す。  

 私は、本日の司 会進行を 務めさせ ていただ きます、上下水道

管理課長 でござい ます。ど うぞよろ しくお願 いいたし ます。  

 当会議 につきま して、新 型コロナ ウイルス 感染症拡 大防止の

観点から 、現下の まん延防 止等重点 措置の実 施に伴う リモート

参加、ソ ーシャル ディスタ ンスとし て座席の 距離を空 けさせて

いただく とともに 、アルコ ール消毒 やマスク の着用な どの対策

を講じて おります ので、ご 協力をお 願いいた します。  

また、津 市の「審 議会等の 会議の公 開に関す る指針」に基 づ

き公開と しており 、会議結 果をホー ムページ に掲載い たします

ので、ご 了承いた だきたい と存じま す。  

 傍 聴 者 に お か れ ま し て は 、 会 議 運 営 の 妨 げ と な り ま せ ん よ

う、お静 かに傍聴 していた だくこと をお願い します。  

それでは 、開催に あたりま して、上 下水道事 業管理者 から、

一言ご挨 拶申し上 げます。  

 

 【挨拶 】  

  

 

続きまし て、本日 の出欠状 況でござ いますが 、委員 10 名中、

リモート 参加の関 口委員を 含めまし て、出席 委員が９ 名であり

ますこと から、津 市上下水 道事業経 営審議会 条例第６ 条第２項

の規定に 基づき、この会議 が成立し ているこ とをご報 告いたし

ます。  

藤田委員 におかれ ましては 、都合に よりご欠 席です。  

なお、リ モート会 議ソフト の都合上 、会議の 途中で再 接続の

必要が生 じる場合 は、５分 ほど中断 させてい ただく場 合がござ

いますの で、予め ご承知お きくださ い。また 、ご発言 に際し て

は、必ず マイクを ご使用い ただくよ うお願い 申し上げ ます。  

次 に 、 お 手 元 に 配 付 し ま し た 資 料 の 確 認 を お 願 い い た し ま

す。  

第５回津 市上下水 道事業経 営審議会 事項書、座席表、水道料

金の設定 の考え方 等につい て、津市 上下水道 事業経営 審議会の

これまで の審議結 果（案 ）、今回の 配布資料 は以上４ 点でござ

います。『水道料 金の設定 の考え方 等につい て』は、前回お配

りした資 料と同じ ものです 。これら に加え、先にお渡 ししてお

ります計 画書ファ イルも、適宜参照 いただき ながら、進めてま

いりたい と思いま す。  

配布済の「計画書 のファイ ル」を 、本日お持 ちでない 方がお

見えでし たら、事 務局で準 備してお りますの でお申し 出くださ

い。  

それでは 、審議会 条例第６ 条第１項 において 、会長が 議長を

務めてい ただくよ う規定し ておりま すことか ら、加治 佐会長に
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業局長  

 

は「議事 の進行」 を、よろ しくお願 いいたし ます。  

 

 それで は、これ より私が 議長を務 めます。  

議事運営 につきま しては、委員各位 の格別の ご協力、よろし

くお願い いたしま す。  

お手元の 事項書２ の協議事 項に入り たいと思 います。  

 

 議長、 すみませ ん。  

 

 はい。  

 

協 議 に 入 る 前 に 一 つ 確 認 を さ せ て い た だ き た い 事 が あ る の

ですが、 お許しい ただけま せんでし ょうか。  

 

 とりあ えず、そ の話をお 聞かせ下 さい。  

 

 ７月５ 日にです ね、マス コミ発表 をされた 下水道マ ンホール

の修繕工 事に伴い ます不適 切な処理 の件なん でござい ますが、

この審議 会は下水 道の事も 含めて審 議をする かたちで 、今は料

金 改 定 の 事 だ け に な る の で す け れ ど も 、 下 水 道 の 事 に つ い て

も、責任 を持って 対応しな ければな らないと いうふう に思って

おります が、その マスコミ 報道によ りますと 、マンホ ール工事

の不適切 な処理を 下水道の 方が行っ てですね 、多数の 処分者を

出したと いう事な んですよ ね。そう いうふう なかたち の中で、

本 来 は き ち っ と 適 切 に 入 札 を し な け れ ば な ら な い 事 を 内 部 で

入札をし なくても よいよう に、50 万 円以下の 設定額に 置き換え

て、そ れを 何回かに 分けて 、入 札を回避 したよう な新聞報 道で、

しかもそ の処分を 受けた方 々が 100 名近くに なるとい う内容で

した。そ れで、私 共も今料 金改定の 事を審議 をさせて いただい

ているん ですが、上下水道 の事業局 がそのよ うなかた ちの処理

をされて いたとす るならば 、虚偽の 資料とは 申しませ んけれど

も、水道 局の方に 都合の良 い資料ば かりを私 共に提供 し、説明

し、その 判断を歪 めようと している 、水道局 の方向へ 持ってい

こ う と し て い る の で は な い か と い う 懸 念 を 持 た ざ る を 得 な い

んです。ですから 、そのマ ンホール の修繕事 業の内容 と処分が

ど う し て こ の よ う な か た ち に な っ た の か と い う の を 確 認 を さ

せていた だかない と、私と しては審 議に入れ ないよう な気持ち

ですので 、その点 をよろし くお願い を致しま す。今ま で水道事

業の安定 供給とい うことで 発言をし てまいり ましたけ れども、

き ち っ と し た 整 理 と い う も の を し て い た だ か な い と 少 し 自 分

自身、内 心忸怩た るものが あります ので、そ の点会長 のご判断

で宜しく お願いし たいと思 います。 以上です 。  

 

 はい、 事務局の 方からコ メントお 願いしま す。  

 

 下 水 道 マ ン ホ ー ル の 不 適 切 な 処 理 に つ い て と い う こ と で ご

指摘いた だきまし た。少し この概要 をまずご 説明をさ せていた

だきます 。当該工 事につき ましては 、通常 、地方自治 法におけ
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る随意契 約という 手法があ りまして 、50 万円以 下にする という

ことは、入札をせ ずにです ね、すぐ さま工事 ができる という一

つの手法 でござい ます。そ の手法を 用いたと いうこと が問題で

ございま して、通 常 50 万 円以下の 工事なり 修繕であ ればなん

ら問題ご ざいませ んのです が、明ら かに 50 万円を越 えるであ

ろう修繕 を 50 万 円に見立 てて発注 をかけた というこ とが、今

回の処分 に当たる 訳でござ います。それで、今回の下 水道、マ

ンホール につきま しては、通常のマ ンホール ではなく 、少しサ

イズの大 きなマン ホールで ございま して、こ れを単純 にマンホ

ールの蓋 の材料費 だけみて もですね 、 100 万 円近くか かる材料

費にも関 わらずで すね、本 来であれ ばこれを 緊急随契 というか

たちで、 処理をす るところ を 50 万 円の工事 に割って 発注をか

けた。一 つのもの をですね 、50 万円のものに 分けたと いうこと

は、架空 のものが 、工事が 出てこな いとその お支払い はできな

くなりま すので、 今回その 処分が重 く下った というと ころは、

分 割 発 注 な の で す が 例 え ば そ の 距 離 が 長 い 、 距 離 が あ る も の

を、例え ば 100ｍ あるもの を 50 万円以下にす るために 、20ｍず

つ刻んで 、50 万円に して本当 は 250 万円かかる ものをぶ つ切り

にして工 事を発注 するよう なかたち ではなく ですね。マンホー

ルは一個 しかござ いません ので、そ のマンホ ールを、壊れたマ

ンホール を処理す るために ですね、 明らかに 50 万円越 えるも

のであっ てそのマ ンホール の工事を お支払い するため には、別

の工事を 作らなけ ればなり ませんか ら、そう いった工 事を、あ

る意味架 空と言っ たら悪い のですけ ど、そう いったも のを作っ

てお支払 いして工 事を終え たと。現 場は、き ちっと迅 速にマン

ホールが 壊れてお りました ら通行人 も危険で すし、ま してその

場所がで すね、今 回の場所 は通学路 やそれか ら国道の 23 号線

でしたか な、そう いったと ころです ので、非 常にすぐ 直さない

と 危 険 な 状 況 の 場 所 で も あ り ま し た こ と か ら 市 場 手 続 き の 手

法 に 誤 り が あ っ た と い う こ と で 処 分 を 受 け た も の で ご ざ い ま

す。  

 

 ほぼほ ぼ皆さん 新聞とか も見てま すし、第 三者的な コメント

は大体結 構なので すが、そ の当事者 としてで すね、例 えば信用

に関わる ことです ので、そ れをどう 失ったと 思ってお られるの

か、回復 しようと 思ってお られるの かとうい う点が我 々委員全

員にかか ってくる 問題です ので、そ の点につ いての説 明をお願

いします 。  

 

 補足さ せていた だきます 。新聞を ご覧にな っていた だいて、

最 も 重 い 処 分 が 下 っ た の が 今 現 在 の 事 業 局 の 下 水 道 の 所 管 に

いる職員 でありま したので それが全 面に出て きており まして、

それで総 人数で畑 井委員も 言われた ように 90 何人と 。見方に

よ れ ば 全 部 私 共 の 下 水 道 関 係 の 職 員 の 人 数 に も 思 え る ん で す

けど、こ れ市全体 の話なの です。そ れで、少 しお時間 いただ き

たいので すが、経 過を申し 上げます と、２年 位前にで すね、そ

ういう少 額の修繕 、その先 程の 50 万円以下 という随 意契約で

で き る 修 繕 と い う の が 本 来 は も う 少 し 超 え て い る も の を ２ つ
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加治佐会 長  

 

畑井委員  

 

 

の工事に 割ったり というこ とで、不 適切な発 注の仕方 があると

いうこと が、これ は監査委 員から我 々執行部 、津市全 体、建 設

部とか下 水道とか 。水道は 全く今回 は入って おりませ ん。水道

に 関 し て は そ う い う 不 適 切 な 発 注 は な か っ た と い う こ と で ご

ざいます 。それで 、これは 総合支所 も含めて ですね、全庁的 に

そういう やり方が 蔓延して いるので はないか っていう ので、庁

内 に 調 査 チ ー ム を 設 置 し ま し て 徹 底 的 に 土 木 に 関 す る 少 額 修

繕 の 内 容 が 適 切 か ど う か っ て い う の を １ 年 位 か け て 調 査 し て

きたんで す。それ で、それ は会長が さっき仰 られた今 後二度と

同じ事を 起こさな いように 、それで 、それの ためには 全部、言

ってみれ ば膿を出 すという 意味でで すね、内 部調査を やってそ

の 結 果 そ の 相 当 な 件 数 が 不 適 切 な も の が あ っ た っ て い う こ と

で こ れ ほ ど 多 く の 職 員 が 処 分 さ れ る 結 果 と い う こ と に な り ま

した。中 でも少し 扱いが重 かったの が私共の 下水道工 務課の方

にあった そのマン ホールの 修繕の話 で、それ が重い処 分になり

ましたの で、これ を中心に 発表され たという ことで、何か言い

訳がまし く聞こえ るか分か りません けれど、下水道が いっぱい

悪い事し たみたい な感じが あるんで すけど、これは庁 内全体で

ですね、急いで直 さないと いけない というこ とを優先 するあま

りに、発 注の仕方 が不適切 なやり方 が蔓延し ていたと いうこと

を断ち切 って、し っかりと 本来のか たちに戻 すように という取

り組みの 一つの最 終的なか たちとし て、職員 を処分す るという

かたちで 、７月の ５日付け で処分を 行いまし たので、それをま

た市民の 皆様に発 表してで すね、こ れは新た なスター トを切る

た め の 一 つ の け じ め と い う ふ う な 意 味 合 い で 出 さ せ て い た だ

きました 。実際に は、該当 の工事が ありまし たのは、平成３ ０

年とか今 からもう ２年以上 前のこと で、その 時点でも うそうい

うふうな ことが庁 内で認識 されてお りました ので、監 査委員か

らの指摘 もあって 、今、こ れは間違 いなく申 し上げる のは、同

じような 安易なや り方はせ ずにちゃ んと手段 はありま すので、

そういう かたちで やってい くと、そ れから緊 急に直す ものにつ

いて、も っと上手 くやれる ような手 法につい ても、今 、研究 し

ておりま して、契 約の仕方 を整理す るような 、これは 処分をす

る前に、市長が定 例記者会 見の中で 、自らそ ういうふ うに発表

いただい て、今後 その職員 の処分と かそんな こともや っていく

旨もです ね、少し 何月だっ たかは忘 れたので すけれど も、まず

は そ れ を 明 ら か に さ せ て い た だ い た 上 で の こ と で あ り ま す の

で、少し 新聞の出 方がセン セーショ ナルでし たけれど も、そう

いうこと でご理解 がいただ けたらと いうふう に思いま す。市全

体 で こ れ は 反 省 し て 同 じ 事 を 繰 り 返 さ な い と い う 気 持 ち を 引

き締める というこ とは、こ れは当然 の事であ るという ふうには

思ってお ります。  

 

 畑井委 員、今の お話いか がでした か。  

 

 ２回説 明を聞い たのです けれど、お二人か ら説明を 聞いたん

ですけど 、何か客 観的とい うか他人 事のよう な説明だ ったよう

に思いま す。それ で、私が ここで一 番言いた いのはで すね、今
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まで出さ れた資料 なりでい ろんな説 明という のがです ね、本当

に今の水 道事業の 中身とし て適切な ものなの か。その 事業者と

しての恣 意的な発 言が入っ ていない のか、そ の点を改 めてこの

場で聞か せていた だきたい と思って おります 。それで 、そうい

う か た ち で 真 実 の も の で 討 議 を し て い た だ い た と い う こ と に

なれば、また審議 の方に入 りたいと 思います けれども 、その点

を 聞 か せ て い た だ く よ う に お 願 い し た い と 思 い ま す 。 以 上 で

す。  

 

 はい、いかがで しょうか 。事務局 の方から 特にこの 、こち ら

の資料に 関連して の説明を 下さい。  

 

 私 が 第 一 回 昨 年 の １ ０ 月 ２ 日 か ら 前 回 の ６ 月 ２ ９ 日 ま で の

中で、ご 説明をさ せていた だいてき ました当 事者でご ざいます

ので、私 の方から ご説明を させてい ただきま す。基本 計画の策

定の状況 を第一回 でご説明 し、第二 回におき ましては 水道事業

が お か れ て い る 経 営 状 況 を 私 の 方 か ら つ ぶ さ に で き る だ け 詳

しく資料 化をさせ ていただ いたもの をご提示 をし、ご 説明をし

てきたつ もりです 。またそ の後ご意 見をいた だきまし て、財政

シミュレ ーション 等の見直 しをかけ 、その上 で現状の 料金体系

につきま してご説 明をし、料金の積 算方法、また今後 の課題を

含めた中 で、どう 料金体系 があるべ きかとい うところ の真実の

ものを、この審議 会にご提 示をさせ ていただ き、委員 の皆様か

らご意見 をいただ きたいと いうこと で、ご説 明を尽く してきた

つもりで ございま す。かか るご疑念 につきま してはで すね、確

か に 誤 っ た 事 務 処 理 が 行 わ れ て い た と い う 事 実 が ご ざ い ま す

のでご疑 念をいた だくとこ ろはあろ うかと思 いますが 、現状、

水道事業 がおかれ た状況に つきまし て、真実 をもって 、ご説明

をさせて きていた だきまし たのでご 理解の程 、お願い を申し上

げます。  

 

 はい、 どうぞ。 小黒さん どうぞ。  

 

 先程来 の意見か らお聞き しておっ て、真実 をという ことで自

信を持っ たような 声で仰っ てました けれども 、これ例 えばこの

資料の２ ページ、総括原価 の計算っ ていうの は令和４ 年から将

来の原価 計算をさ れていま すね。こ れではな くて、一 応今の決

算、令和 ３年度は 無理です けれども 、令和２ 年度の決 算もでき

ています やろ。近 々の決算 書を一つ で良いの でサンプ ルに出し

ていただ ければ、より真実 味がある と思うの です。こ れ来年の

話ですか ら、ここ に出され た資料っ ていうも のは、皆 さん方の

推定の金 額だと思 うのです 。だから 真実味を 出そうと 思えば、

これは真 実ですっ て言えな いと思う のですよ 。決算の 。疑う訳

ではない 。疑う訳 ではない けれども 、一応決 算を出し ていただ

いて、令 和２年か 令和元年 か近々の 決算書っ ていうも のがある

と思うの です。公 表できる ものが。それをも って、こ の総括 原

価 計 算 の 資 料 を 提 示 し て い た だ け れ ば よ り 真 実 味 が あ る と 思

うのです けれども 。すみま せん。  
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小黒副会 長  

 

 

 

 

 

上下水道 管

理局長  

 

 

 

 

 

 

加治佐会 長  

 

上下水道 管

理局長  

 

 

 

加治佐会 長  

 

 

畑井委員  

 

 

加治佐会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はい、 すみませ ん。お待 ちくださ い。  

 

 

 いやい や、今決 算するも のを言え って言っ てるので はないの

ですよ。資料とし て提出さ れるので あれば、真実味の あるもの

と言えば 決算書だ と思うの です。そ の決算書 に基づく 総括原価

計 算 っ て い う も の を 提 示 さ れ た 方 が 真 実 味 が あ る と 思 う の で

す。  

 

 過去の 審議会で ですね、財政シミ ュレーシ ョンを出 させてい

ただいて いるので すが、令 和元年度 まで、こ れについ ては決算

数値を入 れさせて いただい ておりま す。それ で、令和 ２年度は

予算数値 です。令 和３年度 は新年度 の予算の 数値、こ の数値を

入 れ さ せ て い た だ い て お り ま す 。 A３ の 用 紙 で で す ね 、 こ う い

う シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 出 さ せ て い た だ い て い る と 思 う の で す け

れど。第 二回です ね。これ 準備させ ていただ きましょ うか。  

 

 資料も 大切かと は思いま すが。  

 

 ２年の 決算はで すね、少 しまだ議 会の方に もお示し しており

ませんの で、少し この場で まだ数値 をお出し すること はできま

せんので 、予算で というこ とでご理 解をいた だきたい と思いま

す。  

 

畑井委員 、当初の ご発言の 趣旨のよ うに話が 流れてい ってま

すか。よ ろしいで すか、こ れで。  

 

 はい、真実で説 明いただ いている というこ とですの で、それ

に基づい てこれか ら発言を させてい ただきた いと思い ます。  

 

 はい。では、も う一度で すね、信 頼関係を 再構築致 しまし て

ここでそ の上で話 を進めて いければ と思いま す。それ では。小

黒さん、すみませ ん。そこ の資料の ところま たそれに 関連した

話になっ たときに 戻ろうと 思います 。すみま せん。資 料の過不

足は後で 調整させ ていただ きます。お手元の 事項書２ の協議事

項という ことでし て、最初 に⑴の「 水道料金 の設定の 考え方等

について 」に絞って ご協議を いただき たいと思 います 。そ の後、

協議事項 ⑵「その 他につい て」は下 水道工務 課長及び 下水道施

設課長が 入室の上 、下水道 事業に関 するご意 見等も含 めご協議

いただき ますので よろしく お願いし ます。  

また、公 開対象の 会議であ りますこ とから、 ご発言の 際は、

挙手の後 、指名を 受け、お 名前を名 乗ってい ただいて からその

ようにご 発言下さ い。  

 それで は、事項 ⑴「水道 料金の設 定の考え 方等につ いて」で

ございま す。  

 前回、令和９年 度までに 必要とな る総括原 価がいく らになる

か、現行 料金から 何％の値 上げが必 要かとい うところ の説明ま
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加治佐会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営企画 課

長  

 

加治佐会 長  

 

ででご議 論いただ きました 。  

今回はそ の説明の 続き、議 論の続き で、どの ような改 定方法

があるか 具体的な 料金体系 への反映 について 、４例の 例示と共

に事務局 から説明 がありま したこと について ご質問、ご意見が

ございま したらご 発言願い ます。こ れがです ね、４例 の説明が

あ り ま し た が 、 こ の 点 事 務 局 か ら 補 足 は あ り ま せ ん で し ょ う

か。前回 ４ページ までの説 明、３ペ ージまで の説明だ ったと思

うのです が、この ４ページ 以降の説 明は、今 していた だかなく

てよろし いですか 。４例 ABCD。  

 

 はい、 議長。  

 

 

 はい、 どうぞ。  

 

 前回、３ページ までで一 度区切ら せていた だいて後 ４ページ

以降の説 明をさせ ていただ きました 。その中 で改定に 関わりま

す４つの 案をご説 明をさせ ていただ き、ご意 見をいた だきたい

と い う と こ ろ ま で 私 の 方 か ら 前 回 ご 説 明 を さ せ て い た だ い た

ものでご ざいます ので、そ れにつき まして改 めて本日 ご意見を

いただけ ればあり がたいと 考えてお ります。  

 

 はい。 ４案とい うのは ABCD のこと だと思い ます。 ABCD がま

とめてあ りますの は私の受 け取りで は 18 ペ ージに A 案から D

案までま とめてあ ると思い ます。 A 案が現状 に近い方 、 D 案が

離れたご 提案と思 います。こ の違いに ついてで すね。18 ページ、

思 い 出 す 意 味 も あ っ て 、 私 自 身 が 半 分 忘 れ て い ま す の で 、 18

ページ、 少し読み ますね。 A 案は基 本料金と 従量料金 の比率は

22：78 の まま一律 に改訂し ましょう と。全体 的なこと はとにか

くこの割 合はこの 比率でい きましょ うという のが A 案ですね。

B 案は基 本料金と 従量料金 の比率 を 30： 70 に 調整しま しょう

と。各口 径の合計 の改定率 は一律と して、要 するに基 本料金の

割合を少 し上げま しょうか というも のが B 案 だと思い ます。 C

案は基本 料金と従 量料金の 比率を 30： 70 に調 整のうえ 、 13 か

ら 25 ㎜の基本料金 を重点的 に改訂し ましょう というこ とです。

これはそ れが C 案。D 案は基 本料金と 従量料金 の比率を 30： 70

に調整の うえ、 13 から 25 ㎜ 、これは よく私ら が使って いる水

道 管 の 直 径 と 内 径 だ と 思 い ま し た 。 基 本 料 金 を 重 点 的 に 改 訂

し、従量 料金を均 一単価と する。少 し C 案 D 案辺りが やや抽象

的な表現 かと思い ますが、重点的に 改訂とい うのは割 合を少し

増やしま しょうか という意 味でよろ しいでし ょうか。いかがで

しょうか 。はい。 どうぞ。  

 

 議長。もう一度 私の方か ら４案の ご説明を させてい ただいて

もよろし いでしょ うか。  

 

 はい、 そうして 下さい。  
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 お配り させてい ただきま した資料 の 18 ペ ージをお 願いを致

します。18 ページ のまず A 案でござ います。A 案につき まして

は 基 本 料 金 と 従 量 料 金 の 比 率 は 言 行 の 基 本 料 金 と 従 量 料 金 の

比率であ ります 22： 78 をそ のまま採 用し、基 本料金も 従量料

金も全て 一律に 28％増額改 定すると いうもの でござい ます。こ

れにつき ましては 、19 ページ のところ にその試 算の表を 付けて

あります ので合わ せて見て いただき たいと思 いますけ れども、

この A 案の場合、経営面の 影響と致 しまして は当面は 問題はな

い訳でご ざいます が、長期 的に水需 用の増減 に水道料 金収入が

影響され やすいと いう課題 が残ると いうこと になりま す。使用

者への影 響と致し ましては 、口径や 使用水量 に関わら ず全ての

使 用 者 に 同 じ 比 率 の ご 負 担 を お 願 い す る と い う こ と か ら 負 担

の公平感 が持てる 訳ではご ざいます が、逓増 制により ます大口

使 用 者 の 負 担 感 と い う の が 課 題 が 残 る と い う と い う こ と か ら

将 来 的 に 大 口 使 用 者 の 方 の 契 約 解 除 と い う こ と に な り ま し た

ら、経営 に直接大 きな影響 が出てま いります 。そのよ うな案が

A 案でご ざいます 。次に B 案につき ましては 基本料金 と従量料

金の比率 を他の市 や算定容 量に基づ く基本料 金、従量 料金の比

率を参考 に我々が 当面目標 とします 30： 70。 基本料金 30、従

量料金 70 の比率と なるよう 調整し、基本料金 における 各口径、

従 量 料 金 を 各 水 道 の 改 定 率 を 一 定 に 増 額 す る と い う も の で ご

ざいます 。この試 算例が 20 ページで ございま すので 20 ページ

も合わせ て少し捲 りながら 見ていた だきたい と思いま す。 B 案

の場合は 経営面の 影響と致 しまして は、基本 料金の収 入割合が

高まりま すことで 、問題が 解消し安 定的な収 益の確保 に繋がり

ます。使 用者への 影響と致 しまして は基本料 金の比重 が高まる

ことで少 量使用者 の負担が 大きくな ります。また A 案と違い口

径や使用 水量によ ってです ね、改定 率が異な ります。そのよう

なことが 状況とし てござい ます。続 きまして 、C 案。18 ページ

に戻って いただき まして C 案でござ いますが 、 C 案は 基本料金

と従量料 金の比率 が私達が 当面目標 としてお ります 30： 70 と

なるよう に調整し たうえで 、口径が 13 ㎜から 25 ㎜にお ける基

本料金を 重点的に 増額する というも のです。 口径 13 ㎜ から 25

㎜という ところに つきまし ては、資 料の 15 ページを 、少しお

戻りをい ただきた いと思い ます。15 ページの 中程の表 に契約戸

数 の ボ リ ュ ー ム ゾ ー ン と い う の を 出 さ せ て い た だ い て お り ま

すけれど も、全体 で 13 ㎜から 25 ㎜までの契約 戸数が私 共が契

約してい ただいて おります 全使用者 の 98.85％がこの 口径でご

ざ い ま す の で こ の ボ リ ュ ー ム ゾ ー ン か ら 料 金 を 少 し ご 負 担 を

いただく 、負担度 を上げて ご負担を いただく という案 でござい

ます。そ れで、そ の試算例 が 21 ページでござ います。C 案の場

合は、経 営面の影 響と致し ましては 、基本料 金の収入 割合が高

まること 、契約戸数 の 98.85％を占め るボリュ ームゾー ンから、

ご負担を 求めるこ とになり 、更に安 定的な収 益の確保 に繋がる

ものでご ざいます が、使用 者への影 響としま しては B 案以上に

少 量 使 用 者 へ の 負 担 が 大 き く な っ て し ま う と い う 側 面 が ご ざ

います。 続きまし て 18 ペ ージにも う一度お 戻りいた だきまし

て D 案で ございま す。 D 案 につきま しては基 本料金は C 案と同
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じで私共 が当面目 標として おります 30： 70 の 比率に調 整した

うえで、従量料金 に均一単 価を採用 するとい うもので ございま

す。この 試算例を 22 ページ に掲示を させてい ただいて おりま

す。 D 案 の場合は 経営面の 影響と致 しまして は、 C 案 同様基本

料 金 の 収 入 割 合 が 高 ま る う え に 、 従 量 料 金 の ボ リ ュ ー ム ゾ ー

ン、従量 料金のボ リューム ゾーンか らご負担 を求める ことにな

り ま す こ と か ら 最 も 安 定 的 な 収 益 の 確 保 が 可 能 と な る 案 で ご

ざいます 。しかし ながら、使用者へ の影響と 致しまし ては、22

ページを 見ていた だいても お分かり になると 思います けども、

少量使用 者にとっ ては大幅 な値上げ 、大口使 用者にと っては逆

に値下げ というこ とになり ますので 、最も変 化の大き い改定案

となって いるもの でござい ます。こ れで、こ れらをご 説明させ

ていただ いたうえ で 23 ペ ージの資 料をご覧 いただき たいと思

い ま す 。 以 上 ４ つ の 案 を ご 説 明 さ せ て い た だ き ま し た け れ ど

も、 A 案 につきま しては、 水道料金 収入に占 める従量 料金の比

率が高く 、使用水 量の増減 が経営に 影響が出 やすいと いう現在

の料金体 系の課題 がそのま ま残るた め、人口 減少等に よりまし

て、水利 用の減少 が予想さ れるこれ からの時 代に即し た料金体

系 と は 中 々 言 え な い の で は な い か な と い う ふ う 考 え て お り ま

す。また C 案、 D 案 につきま しては、 基本料金 で費用を 一定回

収する体 系に変え ていくと 共に、少 量使用者 にもコス トに見合

っ た ご 負 担 を 求 め て い く と い う 国 や 日 本 水 道 協 会 が 示 す 料 金

体系の方 向性に沿 うもので はござい ますが、少量使用 者の負担

増があま りにも大 きすぎる というこ とから、将来的に はこのよ

うな方向 に持って いくと、するとし たと致し ましても 現段階的

では、一 足飛びに この案を 採用する のは困難 なのであ ろうとい

うふうに 考えてお ります。よって結 論と致し まして、私共と致

しまして は今回の 改正では 、安定的 な経営基 盤の元、安心安全

な水の供 給をし続 けるため に、水利 用の増減 に料金収 入が影響

されにく い B 案を採用した いと考え ているも のでござ います。

以上、説 明を終わ らせてい ただきま す。  

 

 はい。私の理解 では、小 口使用者 の利益を 重視する か、大 口

使用者の 利益を重 視するか と。ただ 、小口利 用者のこ とばかり

考えると 大口利用 者が水道 水を使わ なくなる と。その 直接県水

を利用し たり、あ るいは井 戸を掘っ たりし始 める可能 性がある

と。既に 事例があ ると聞い ています 。その辺 りでどの ようにバ

ラ ン ス を 取 っ て い き ま し ょ う と い う 皆 さ ん へ の 問 い か け に な

ろうかと 思います 。質問で も結構で す。ご意 見ありま したらお

願いしま す。全体 的な増額 の話とは 別のまた その中で の割合の

お話かと 思います けれども 。どうぞ。どうぞ。小黒さん どうぞ。 

 

 改定案 ４案出し ていただ きました けれども 、やはり 公益的な

ことを考 えないと 駄目だと 思うんで す。そう なれば、小計の小

口 の 一 番 戸 数 の 多 い あ な た 達 ボ リ ュ ー ム ゾ ー ン っ て 言 っ て い

るけど、 13 から 15 ㎜。ここ ら辺の改 定率を上 げるとい うこと

は一般家 庭の負担 が強いら れること だと。皆 さん方、営業的に

考 え れ ば 大 口 利 用 者 っ て い う の は あ り が た い こ と だ と 思 う の
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加治佐会 長  

 

 

今井委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ですが、事業者と か経営的 な感覚が ある方々 は自分で 新しく正

義を求め られたら 求められ たで仕方 がないと 思うので すよ。で

も個人の うちはそ ういった ことがで きない。それをカ バーする

のが公共 の水道事 業だと思 うのです 。何が言 いたいか っていう

と A 案で進めてい ただきた いと私の 意見は思 います。小口の一

般 家 庭 に 負 担 増 と な る こ と は や は り 行 政 に 関 わ る 公 益 企 業 で

あれば、それは考 え方を改 めて頂け なければ ならない のではな

いかなと 思うので すが、い かがでし ょうか。  

 

 考え方 出し合っ て下さい 。恐らく 大口使用 者に逃げ られなけ

ればとい う点で、 今井さん どうぞ。  

 

 市民の 立場から 。今小黒 副会長が 発言して 下さった まま私も

その意見 に大いに 賛同した いと思い ます。今 日頂いた 資料の中

では、こ れまでも 思ってい ましたけ れども、初めに値 上げあり

きという 中の値上 げ、料金 値上げの 中でどの 方法を選 ぶかとい

う選択肢 ４択の中 でどれか っていう ものであ って、本 当は料金

値上げを して欲し くないと 思いなが ら、これ まで少し ずつです

が、発言 をしてき たつもり ですが、今日頂い た津市上 下水道事

業経営審 議会での これまで の審議結 果案とい うもの、多分これ

は今日の 、今日ま での会議 結果とし て提出さ れるもの であろう

と思いま すが、私 を始め、少なくな い方が料 金改定値 上げにつ

いては荒 立った意 見もあり ましたし 、公共の もの、い っぺんに

３割近く 上げるの はどうか という意 見もあり ましたの に、主な

意見は次 の通りで すという ふうに、下段の方 は値上げ に関して

やむを得 ない、又 は必然、せざるを 得ないと いう値上 げに与す

る意見を もう印刷 され済み な訳です ね。そし て、両方 、資料 と

こ の 審 議 結 果 案 と い う も の を 見 ま し て 大 変 な 無 力 感 を 感 じ て

おります ので、練 りに練っ て練り上 げてもま だ料金改 定値上げ

にしか進 めないの か、昨日 の視察も 行きまし たけれど も、大切

に今ある 資源、今 ある施設 を修繕し ながら手 をかけな がら使っ

ていられ るという のは十分 分かりま した。３ カ所視察 させてい

ただきま したけれ ども、そ ういう歴 史ある建 造物に差 し掛かっ

てるよう な９０年 からの建 物という ものも貴 重ですけ れども、

水 道 管 が 古 く な っ た り 、 い ざ と い う 時 、 万 が 一 の 事 故 に 備 え

等々これ までにも 資料でい ただきま したけれ ども、そ うしたら

この 40 年 60 年 70 年の間 やはり先 程でてお りました 土木建築

に予算を 入れすぎ た結果、今の水道 事業のひ っ迫感が しわ寄せ

が出てき ているの かなあ等 と少し馳 せ思った 次第です けれど、

まとまり ませんが 。反対意 見が書い てないっ ていうと ころに審

議結果は 私も少し 信頼感は 持てなく なったり ですとか 、畑井委

員の仰る ように信 頼が大事 って仰い ましたけ れども、料金改定

値 上 げ の 方 で も も う こ れ は 値 上 げ な ん だ っ て い う ふ う に ず っ

と 会 議 が 進 ん で い く っ て い う 流 れ の 中 で も う 正 直 申 し ま し て

納得しづ らい、非 常に、奥 歯に物が 挟まった ような感 覚で参加

しており ますので 、どうか 何とかい いアイデ アが出る ことを願

っており ます。以 上です。  
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加治佐会 長  

 

 

経営企画 課

長  

 

加治佐会 長  

 

経営企画 課

長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加治佐会 長  

 

松井委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加治佐会 長  

 

 

 

 

 

 はい。ありがと うござい ます。そ の辺りも 含めまし て、こ の

案を審議 願いたい のですが 。  

 

 すみま せん。議 長少し宜 しいでし ょうか。  

 

 

 はい、 どうぞ。  

 

 先程今 井委員か らご指摘 いただき ましたの は、これ までの審

議 結 果 に つ い て 取 り ま と め の 案 を 作 ら せ て い た だ い て お り ま

すので、それを見 ていただ いてのご 発言であ ったろう と思いま

す。この 審議結果 につきま しては裏 面がござ います。表面につ

き ま し て は 主 な 意 見 と い う か た ち で ６ 点 を 併 記 を さ せ て い た

だきまし て、裏面 には他の 意見とい うことで 今井委員 が仰られ

た 慎 重 に 考 え る べ き で あ る と い う よ う な 意 見 も 両 方 共 併 記 し

ています 。これは 前回意見 書はどう いうふう に執り行 うべきで

あろうと いう議長 、会長の ご発言が あり管理 者からご 回答させ

ていただ きました 。様々な 意見をい ただくと いう場で ございま

すので様 々な意見 をいただ いたもの を、意見 書のよう なかたち

でですね 、審議結 果として 案を取り まとめさ せていた だいたも

のでござ いますの でよろし くお願い を申し上 げます。  

 

 他、い かがでし ょう。は い、どう ぞ。松井 委員、ど うぞ。  

 

この４案 の中でっ ていうこ とであれ ば、私は 個人的な のです

けれども A 案とい うところ が妥当な のではな いかな。何故かと

申します と、大 口先 企業につ いては 、値 上げ云々 の前にで すね、

こんなご 時世なの で、いか にこう経 費を削減 していく かってい

うのは近 々の課題 でありま すので、この改定 率どうの こうのの

理念とし てですね 、やはり そのいか に節減し ていくか っていう

ことは取 り組んで いる、こ れからも 取り組ん でいくだ ろうと思

うのです よね、と いうこと であるの であれば 、一番そ の公平感

のあるで すね、皆 均等で値 上げをし てですね 、小口さ んにあま

り 負 担 を か け な い っ て い う と こ ろ の 方 が 妥 当 性 が あ る の で は

ないか、ただ大口 先がどの 企業にし てもこれ からは少 なくなっ

ていくで あるって いうこと が見えて ると思い ますので 、その量

が減って いて、更 にその財 政、財源 を圧迫す るような ことにな

ればです ね、その うえでま た改定を していく と、その 都度見直

していく と、手間 なのかも 分かりま せんけれ ども、そ ういった

方向性の 方が、妥 当性があ るのでは ないかな と思うの ですがい

かがでし ょうか。  

 

 はい、 ありがと うござい ます。 A は当面と して今後 弾力的に

というお 話と思い ます。確 かに他の 視点から の契機と かもある

かと思い ますが、他いかが でしょう か。この 中では大 口使用者

の方は、誰でした っけ。宜 しいです か。関口 委員いか がですか。

大口使用 者の立場 。いかが ですか。  

 



13 

 

関口委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加治佐会 長  

 

 

 

 

阿江委員  

 

 

 

 はい 、で は申し上 げます 。世 の中的に はものを 沢山買っ たり、

ものを買 って沢山 使ったり すると割 安になる というの は、一般

の 例 え ば お 買 い 物 に 行 き ま し た と か で す ね 、 感 覚 だ と 思 い ま

す。しか しながら 、水道と いうのは 市民に必 要不可欠 な商品で

すので、そこは一 般のこう 買い物の 感覚とは 違ってで すね、ま

た 水 道 が 普 及 と い う も の を 目 指 し て き た と い う こ と か ら そ の

逓増制の 料金制度 になって きたと。歴史的に もそれの 、それが

そ う な っ た 為 に 水 道 が 世 の 中 に 普 及 し て き た と い う と こ ろ も

あるとい うところ で、そう いう歴史 的背景に 加えまし て、大口

使用者の 役割りと 申します か。それ はもう十 分に理解 しており

ます。で すので、今の状態 がですね 、おかし いじゃな いかと い

うような ことをで すね申し 上げるつ もりは更 々ござい ません。

それで、また私共 も津市の 方にです ね、工場 を構えま して、運

命を一緒 にと申し ますか、専門事業 に関して は、水を 使うこと

で料金を お支払い して、経 済活動を させてい ただいて いるって

いうこと でですね 、大口、逓増制に ついてた だそうい うものだ

というこ とで理解 をしてお ります。それで、ここから は別の話

になるの ですけれ ども、津 市では少 しどうか 分からな いのです

が、他の 都市の話 を聞きま すと、例 えば大阪 市さんな んかです

と、非常 に口径が 大きいと ころの会 社に対し て負担が 大きいの

で、もう 水道を使 うのをや めたとい うことで 、今地下 水の凄く

細 い 井 戸 を 掘 り 出 し て 自 分 で 汲 み 上 げ て し ま う と い う 技 術 が

ですね、非常に発 達したの でそうい うことを やる会社 が沢山出

て き て し ま っ て 、 経 営 に 非 常 に 大 き な 影 響 を 与 え て し ま っ た

と 。 ま あ つ ま り 大 口 に 逃 げ ら れ て し ま っ た と い う こ と で で す

ね、逆に そういう 人達を引 き戻すた めに少し サービス をすると

言います か、そう いうこと をして取 り返して いくと、取り返そ

うとして いるとい う構造に なると思 うのです よね。聞 いたこと

がありま す。津市 内におい て、私は 一番大き い水量を 使ってい

るという ことで今 回出させ ていただ いており ますけれ ども、他

のもう少 しこう中 位とかで すね、そ ういった 会社さん にとって

は 厳 し い と こ ろ も ひ ょ っ と し た ら あ る か も し れ な い な あ と 思

うところ もありま す。ただ それはや っぱり津 市の市民 の皆様が

ど の よ う に 考 え る か と い う こ と が 一 番 重 要 で は な い か な と 思

いますの で、例え ば今回振 れ幅が大 きいから 負担割合 としては

従来通り でいくと いうよう な方向に なりまし てもです ね、それ

は 市 民 の 皆 様 の 意 向 な の か な と い う こ と で 捉 え て い き た い と

思ってお ります。 以上です 。  

 

 はい、ありがと うござい ます。私 の受け取 りは全体 的に A 案

でどうか っていう お話が多 いかと思 います。 他いかが ですか。

そちらの 、まだ、もうせっ かくです から何か 言ってい って下さ

い。  

 

はい、今 A 案なの か B 案なのかみた いなとこ ろなのだ と思う

のですが 、私個人 も大口を 代表して というと ころと、もちろん

自 宅 も あ り ま す の で 小 口 も 代 表 し て と 悩 ま し い 立 場 に あ る の

ですが、大口のと ころで申 し上げま すといず れにして も電気が
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加治佐会 長  

 

阿江委員  

 

 

加治佐会 長  

 

 

 

阿江委員  

 

 

 

加治佐会 長  

 

小川委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加治佐会 長  

 

高山委員  

 

同様にそ うですが 、事業化 を追求を していく という中 で、経費

を 削 減 す る 術 が あ る な ら ば そ れ を 追 求 し て い く と い う の が 企

業 で ご ざ い ま す の で 、 そ う い う 流 れ は 変 わ ら な い か と 思 い ま

す。この 値上げに よって少 なくとも それのき っかけに なるとい

うことは あるかも しれませ んが、止 める事で は、止ま る事では

ないです し、そう いう方向 でやるっ ていうこ とは間違 いないか

とは思い ます。た だそうい うことに よってこ の計画が 途中で、

途中で変 更したら 良いじゃ ないかと いうお話 もありま したが、

更 に 途 中 の 間 で 値 上 げ み た い な と こ ろ を 検 討 し な い と い け な

いという ようにな るという のは、よ ろしくな いのかな というふ

うに考え ます。今 こうお示 しいただ いたよう に他の市 であった

りと比べ ますとど うしてそ の津市だ けが 20 何％と低 いのだろ

うかと、適正と仰 っている 40 と 60 というの はどうし て適正な

のだろう かと、い うような ところも 考えてい かないと 、やみく

もに値上 げをする がために ですね、するがた めにだけ ではない

かもしれ ませんが 、 A 案を 選択する っていう ので後々 に更なる

値 上 げ と い う こ と に な ら な け れ ば 良 い な と い う ふ う に 懸 念 を

している っていう のが私の 個人的な 意見でご ざいます 。  

 

はい、と いうこと は当面は A で。  

 

それは、 A で当面 それで計 画通り進 むのであ れば、そ れも良

いのでは ないかと いう考え 方です。  

 

進められ ればとい うことで すね。契 約解除の 大口の方 から解

除 の 前 に 解 除 し た く な っ た と か 言 っ て く れ れ ば ま だ 良 い の で

すけれど もね。恐 らくそれ 唐突だろ うと思い ますので ね。  

 

そ う で す ね 。 恐 ら く そ の 流 れ は 要 す る に 電 気 が そ う で す か

ら、太陽 光を使っ たり、自 家発電を したり色 んなこと をされて

ますので 、その流 れは変わ らないと 思います 。  

 

はい、い かがです か。小川 委員。  

 

ご説明い ただいた 通り、そ の A 案が一番公平 感が皆さ んにあ

るという ことで良 いのかな と思う反 面、先程 のご説明 でも長期

的 に は や は り 不 安 定 で そ の 大 口 の 方 の 契 約 が な く な る の も あ

れですけ れど、人 口減少に よって水 量が使用 水量が減 ることに

よ っ て も 左 右 さ れ て し ま う と い う ご 説 明 だ っ た か と 思 う の で

ま た そ う な っ た 時 に 何 年 後 か に も っ と 大 幅 な 値 上 げ に し な い

と い け な い と か っ て い う こ と に な ら な い か な あ と い う 懸 念 を

している ところで あります 。今の所 そんな感 じで。は い。以 上

です。  

 

懸念はあ りますよ というこ とですね 。高山委 員どうで すか。 

 

そうです ね。私も消 費者の代 表として これ B とか凄い数 字で、

A でも 27、これな ら何とか 通りそう ですけれ ど、これ 73％を基
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加治佐会 長  

 

 

 

小黒副会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加治佐会 長  

 

 

 

 

本料金と かやった り 68 と かいうと かなり一 般の人の あれは大

きいと思 いますけ どね。そ れで、ま た前も前 回 20 で やって３

年後 20 とか 30 になるとまた 負担が降 りてこな いって言 ったけ

ど 、 そ れ 考 え て で も 今 こ う い う 状 態 の 時 に 、 そ の 基 本 料 金 50

を超える ようなも のは一般 の人、中 々難しい とそうい うふうに

考えます 。それで 、また３ 年後また ６割にな るかそれ は少し分

かりませ んけれど 、現行の ２年近く これ水道 のこと色 々勉強さ

せて貰っ たり、新 聞とかで 読んだり して、他 のところ どういう

ふうな値 上げをす るのか分 かりませ んけれど も、自分 の今まで

勉強して きた中で は、この Ａが一番 まだ皆さ んのこの 審議会後

の消費者 の方の理 解が、抵 抗が少な いと考え ます。  

 

はい、あ りがとう ございま す。では 、ご意見 もほぼ出 揃っ た

ようです が他にご 質問、ご 意見等は ございま せんでし ょうか。

はい。ど うぞ。小 黒さん。 小黒委員 。  

 

値 上 げ と い う よ り 総 括 原 価 の こ の ２ ペ ー ジ の 表 な の で す け

ど、人件 費から資 産維持費 まで管理 費、原価 償却、そ の他。ず

っ と 見 て ま す と 人 件 費 だ け が 横 並 び で 他 が 全 て 増 額 な ん で す

わ。これ ね。努力 してこれ だけは下 げますわ っていう 何かない

のですか 。今大口 事業の代 表の方よ く仰って みえたよ うに、そ

れなりに 事業者は 努力をさ れると思 うのです よ。皆さ ん方もこ

の表を提 示される について 、ここの ところで この部分 は減額で

きるよう に頑張り ます、そ うしても 、そうや ってもこ れだけの

値上げが 必要なん ですって いうデー タはない のですか ね。ちな

みに、ち なみにこ れ全く話 が、考え が、頭の 中が変わ るかも 分

かりませ んが、全 てを原水 を県水に 委ねたら どうなり ますか。

シミュレ ーション されてま すか。片 田浄水場 へある、今ある浄

水場を守 り抜くの も、それ も大切か も分かり ませんけ れども、

県は県で 企業努力 をまたさ れている と思うの ですよ。なるたけ

原価を安 くして、皆さん方 に水を供 給しよう として。今の世の

中、電気 と水がな かったら 、我々生 活できま せんでし ょ。だ か

ら、小口 の使用者 の使用量 が少ない からって いってこ れ切り捨

てる訳に いかない と思うの ですわ。 そこらを 頭におい た上で、

なるだけ 経営の無 駄を省く ような努 力をされ ています かな。そ

こらも見 せていた だきたい 。値上げ の問題は 今差し迫 ってしな

ければな らないの であれば 致し方無 いと思う のですけ ど、なる

だ け 一 般 家 庭 の 負 担 の な い よ う に 私 は お 願 い し た い な と 思 っ

て ま す 。 そ れ と 企 業 さ ん に そ れ だ け の こ と を 委 ね る の で あ れ

ば、皆さ ん方も企 業経営を やってみ えるので すから、同じよう

な努力は やっても らわない といけな いと思う のですけ ど、頑張

って下さ い。よろ しくお願 いします 。  

 

事務局か らのコメ ントは宜 しいです か。では 、ご意見 があっ

たという ことで。では、先 に進めさ せていた だきます 。少し 待

て と い う お 気 持 ち の 委 員 も あ る か と 思 い ま す が と り あ え ず 先

に進めさ せていた だきます 。提案の ありまし た改定案 ABCD の

中では A 案での改 定が適切 であると の意見に 落ち着い たように
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私は受け 取りまし た。様々 なご意見 がありま した。  

今回まで で「適正 な料金設 定とはど のような ことか」という

ところか ら、今後 の料金体 系につい てひと通 りご議論 いただき

ました。  

本日まで の審議の 中で、安 定経営に 必要な複 数のシミ ュレー

ションを 事務局か ら提示を 受けて審 議してき ましたの で、この

あたりで 審議会の 意見を取 りまとめ たいと思 います。  

まずは、前回まで の審議結 果を会長 として取 りまとめ ました

のでとい うか責任 、私の責 任で事務 局にまと めていた だきまし

た。事 務局 から代読 いただけ ますでし ょうか 。こ の審議結 果案。 

 

議長宜し いでしょ うか。  

 

 

はい。  

 

お 手 元 の 方 に 津 市 上 下 水 道 事 業 経 営 審 議 会 で の こ れ ま で の

審議結果 案という ものをお 配りをさ せていた だいてお ります。

議 長 の ご 指 示 が ご ざ い ま し た の で 朗 読 に よ っ て ご 説 明 と 替 え

させてい ただきま す。  

令 和 ２ 年 １ ０ 月 ２ 日 に 津 市 上 下 水 道 事 業 経 営 審 議 会 が 発 足

し、初回 は、水道 事業の根 幹である「第２次 津市水道 事業基 本

計画」に ついて説 明を受け ました。  

第 ２ 回 と 第 ３ 回 で は 、 事 業 の 進 捗 や 経 営 状 況 に つ い て 考 察

し、人口 減少によ る水道料 金収入の 落ち込み やこれか らの更新

需要等の 事業費、維持管理 経費をふ まえた財 政シミュ レーショ

ンから、 今後の事 業経営に ついて意 見交換を 行いまし た。  

高 度 経 済 成 長 期 に 布 設 さ れ た 管 路 や 施 設 の 老 朽 化 が 急 速 に

進行する 時期に差 し掛かっ てきたた め、これ まで以上 に更新ペ

ー ス を 上 げ な い と 漏 水 や 断 水 な ど の 事 故 が 発 生 し や す く な る

こと。人 口減少に よる水道 料金の収 入が減少 の一途を 辿る見込

みである こと。こ れらのこ とから、「安全な 水を安定 的に供 給

すること 」を維持 していく ための経 営には、以下の手 法が考え

られまし た。事 業費 を抑える ため、必要 な更新を 先延ばし する。

減少する 料金収入 を補うた め、企業 債を増率 して後年 に返済す

る。減少 する料金 収入を補 うため、コロナ禍 でも水道 料金を増

額改定す る。第４ 回では、基本計画 で示され た料金改 定は避け

られない 状況であ ると概ね 認識され 、改定の 方法につ いて意見

交換を行 いました 。  

主な意見 は次のと おりです 。人口減 少に伴う 収支の悪 化はシ

ミュレー ションに 織り込み 済みであ り、経費 の削減、経営努力

について も理解で きるので 増額改定 は仕方が ない。料 金見直し

の期間に ついて、正しいも のはなく 、１０年 程度で見 直しを行

うという 事務局説 明につい ては理解 できる。 様々な経 営改善、

経営努力 を積み重 ね、これ まで値上 げせずき たという 経過があ

り、28％ 上げざる を得ない 。経営審 議会は、水道を安 定的に 市

民に供給 するとい うことを 経営の立 場から、また市民 目線で考

えていか なければ ならない 。単に料 金を上げ るから市 民として
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納得がで きないと いうこと だけでな く、委員 として水 道を安定

的に供給 させる、管路の改 修を円滑 に進めさ せるとい う視点も

必要。この ことから 28％の改 定を是と して進め ていかざ るを得

な い 。 他 の 地 域 の 水 道 事 業 の 実 情 な ど 報 道 さ れ て い る 状 況 か

ら、段階 的な改定 を行うこ とにより 、36％程 度の改定 となった

としても 仕方がな い。ずっ と協議に 参画して きて値上 げは必然

だと考え ている。裏面にい きまして 、上記の とおり、料金改 定

に 概 ね 理 解 を 示 す 意 見 の ほ か 、 以 下 の よ う な 意 見 も あ り ま し

た 。 コ ロ ナ 禍 の い ま 値 上 げ が 必 要 か ど う か 慎 重 に 考 え る べ き

で、料金 値上げ以 外の方法 で何とか ならない のか。28％と一口

で言うが 約 30％で ある。約 30％の値 上げは大 きすぎる ので、

更なる経 営努力を 前提とし て、上げ 幅を抑え るべき。  

以 上 の よ う に 各 委 員 か ら 事 業 推 進 の 必 要 性 や 料 金 収 入 の 減

少傾向か ら、今後 の安定経 営につい て様々な 意見が出 されまし

た。  

これら審 議会での 意見を踏 まえ、短 期的には コロナ禍 におけ

る市民生 活への影 響にも配 慮しつつ 、長期的 には水道 事業の安

定経営に 向けた取 り組みを 進めてい ただきた い。以上 でござい

ます。  

 

はい、各 委員の意 見がです ね、この ドットで すね。点 を打 っ

たところ の２行で すね、そ こに凝縮 されてい るかと思 います。

読 ん で い た だ い て で す ね 、 私 の 意 見 は 書 い て い な い と か で す

ね、ある いは誤認 されてい ると、正 しく受け 取られて いないと

かいうこ とがあり ましたら 今、意見 をあるい は質問を いただき

たいと思 います。それとで すね、大 体一人２ 行位の、一つ２ 行

位 の 意 見 か と 思 う の で す が 、 ５ 行 書 い て あ る と こ ろ あ り ま す

ね。ここ を私の希 望ですが 、２行位 にしてい ただけた らと思い

ます。や はり各委 員の方々 の公平性 にできれ ば配慮し たいと思

います。いかがで しょう。多分私の 意見はこ れだろう なと思っ

ていて、でもなん か少しこ れだと間 違って受 け取られ ないかと

かですね 、思われ ている方 、あるい は１行だ けの方、もう少 し

加筆して 貰えるな らこの点 加筆して ほしいと かですね 。ありま

せんか。 いかがで すか。は い。どう ぞ。  

 

確認なの ですけれ ども、こ の主な意 見という のは一人 一口と

いう意味 ではない かと思っ ていたの ですけど 。  

 

そうです ね、すみ ません。 私の解釈 です。  

 

違います よね。そ の辺はい かがなの か、総括 的に色ん な意見

が あ っ て こ う い う ふ う に し て い た だ い た っ て い う ふ う に 受 け

止めてい るのです けど、一 人一つっ ていう意 味なのか 。どちら

でしょう か。  

 

はい。小 川委員ご 指摘の通 り、総括 的に意見 を取りま とめた

ものでご ざいます が、出来 る限り各 委員のみ なさんの ご意見を

こ の 審 議 結 果 に 取 り ま と め た い と い う と こ ろ が ご ざ い ま す の
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で、お一 人お一人 の意見を 尊重させ ていただ いたかた ちで総括

的に案を 取りまと めをさせ ていたも のでござ います。  

 

いかがで すか。小 黒委員。 どうぞ。  

 

決 し て 事 務 局 さ ん に 無 理 を 強 い て 言 う 訳 で は な い ん で す け

ど、民営 化も起こ ってきて いますで しょ。全 国的には 。事例 が

発生して いますね 。そうい ったご時 世になっ てきてい ます。だ

から、人 口減少に 伴う経営 の難しさ 、これは よく分か ります。

私も。理 解したう えで皆さ ん方に言 うんです けども、では人口

が減って いったら 残った者 だけで高 額な負担 をするの か、それ

ではやっ ぱり住民 は納得し ないと思 うのです よ。そこ で皆さん

方の努力 、何かア イデアは ありませ んかなと いうこと をお願い

したいの ですわ。県水を使 うのも一 つだろう し。いや 、県水 は

高いので 止めなの だ、自己 水源の方 が良いん ですよな ど、何ら

かのアイ デアが出 てくると 思うので すけど。電気の分 野で言え

ば、ソー ラーや風 力だって 言って非 常に多く のあれが 動いてき

ています わ。新し いものが 。水には そういっ たことは ございま

せんから 。そこら もいっぺ ん総合的 に考えな いとこの ３割の負

担、増額 っていう のは非常 に大きい と思うの ですよ。それがお

願いした いのです わ。でも 今差し当 って皆さ ん方、仰 ってみえ

るように 、どうし てもここ で増額を しないと 経営的に 成り立ち

ませんっ てなれば 、それは やはり今 の現状か ら言って 水道が止

まるって 言ったら 大変です ので、そ れは致し 方ないこ とだろう

と思いま すけども 、皆さん 方の努力 は決して 無視はし ていませ

ん。合併 後頑張っ ていただ いたって いうこと も聞いて おります

し、よく 分かって います。でも、で も、やっ ぱり住民 にとって

何 度 も 言 う よ う で す け ど 電 気 と 水 っ て い う の は な く て は な ら

ないもの なんです よ。そこ らは助け ていただ きたい。これは１

住民とし ての声で す。私の 気持ちで す。よろ しくお願 いしたい

と思いま す。  

 

 このお 話を。特 にあれは よろしい ですか。事務局か らの。良

いですか 。はい。 ありまし たか。ど うぞ。  

 

 県水切 り替えの 件なので すけども 、前回も これご説 明させて

いただい たと思う のですけ ど、河芸 地域、安 濃地域、県水に 切

り替えて いきます っていう ことで、今、進め ておりま す。今 回

ですね、この９年 まで令和 ９年まで にしてい るってい う現状は

ですね、事業計画 が令和９ 年度まで の計画っ ていうこ とで９年

までに抑 えさせて いただい ています 。一度に ９年まで に 100％

っていう のは無理 な話です ので、河 芸、安濃 切り替え ていく、

そ の 経 費 の 削 減 を 当 然 見 て い る っ て い う こ と で ご 理 解 を い た

だきたい と思いま す。  

 

 まあま あ、もう 現状はで きるとこ ろはやり ましたと いうお話

かと思い ます。は い。どう ぞ。阿江 委員どう ぞ。  
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前回、参 加できな かったも のでどう も失礼致 しました 。そう

いう意味 では私の お願いと 言います か、昨日 少し浄水 場等々に

ご案内い ただきま して本当 にありが とうござ いました 。実際、

片田浄水 場に訪問 させてい ただいて 、急流と 緩流の工 場施設が

ありまし て、急流 は薬剤を 入れて浄 化をして いくとい うような

ことと、緩流の方 は植物プ ランクト ンで綺麗 にするよ と、ただ

そ れ に は 凄 く 手 間 が 掛 か っ て 人 の 手 が 掛 か る ん だ と い う ふ う

なご説明 をいただ いて、最 後にこう 飲み比べ みたいな ものをさ

せていた だいて、そういう 説明をお 伺いした のがこう 頭に入っ

ているか らという のもある のかもし れません が、非常 に美味し

かったの です。そ の緩流で 浄水した お水が。 凄く美味 しくて、

っていう ふうなこ とを感じ ました。すみませ ん、何を 言いたい

かと言い ますと、この事業 において 中々経費 の圧縮等 々がそう

すぐには 難しいと 。値上げ 幅は 28．何％って いうのは 色々説明

を尽くし ていただ いたのだ と思いま す。ただ 市民にと って自分

のところ のお水が 美味しい と、他の 所よりも 美味しい 水なのだ

っていう のも大き な価値だ と思いま す。それ が値上げ に対して

の納得性 の全てか と言うと 勿論そう ではない ですけれ ども、そ

の一つに は少なく ともなる のであろ うと、昨 日本当に お水を飲

んで思い ました。それで、そういう 意味では 、事業性 はないし、

収益の足 しにはな らないけ ども、津 市の水が 美味しい 、こうい

う こ と で 浄 水 し た 水 は 美 味 し い ん だ み た い な と こ ろ の 何 て 言

うのです かね、啓 蒙活動と いうのか 何と言う のか、そ ういうこ

とはこう いう事業 性の別の ところで 続けてい ただきた いと、市

民 が 自 信 を 持 っ て 私 の と こ ろ の 水 は 美 味 し い ん だ と い う ふ う

なところ への働き かけとい うのは、続けてい っていた だきたい

なという ふうに考 えました のでよろ しくお願 いをしま す。  

 

はい、ど うぞ。松 井委員。  

 

私 も 昨 日 視 察 に 参 加 を さ せ て い た だ い た う え で の 少 し お 話

なのです が、確 かに お水美味 しかった です。それ で飲み比 べて、

や っ ぱ り 緩 速 ろ 過 の 方 が 美 味 し い な あ と い う こ と は 思 っ た の

ですが、その日建 物の中で 途中でも 少しご質 問させて いただい

た の で す け ど 、 緩 速 ろ 過 の 方 が か な り そ の 経 費 が 掛 か る ん だ

と、当然 人件費も 掛かるし 、一つの 池ってい うか水槽 っていう

か、 900 坪ある。 その中の その石を 入れて、 その石自 体が約１

億９千万 位。９千 万から１ 億円位掛 かる。そ れが複数 ある訳で

すね。と いうこと で非常に 経費が掛 かるとい うことを ご説明い

ただいた ので、僕 途中で質 問させて いただい たのです 。緩速ろ

過の方を 言い方悪 いのです けど全部 廃止をし て、急速 ろ過の方

に全部チ ェンジさ れたらど うかと。それで、緩速ろ過 の方につ

い て は 当 然 そ の 災 害 が 起 き た と き の リ ス ク ヘ ッ ジ の た め に 停

電 に 備 え る た め に も こ う い う こ と は 必 要 だ っ て い う こ と な の

ですが、そんな中 で太陽光 発電を付 けて、あ れだけ広 い土地な

のでとい うご質問 をさせて いただき ましたと ころ、地 中に池が

ある訳で すね。貯 水タンク がある訳 なんでそ のうえに その太陽

光発電を 付けると 、強度が 弱くなる のででき ないとい うことだ
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ったので すけれど も、その 浄水場の ところの タンクの 上には無

理なので しょうけ れども、緩速ろ過 の池の方 を埋め立 てて作る

こととか 、後途中 の片田の 池があり ましたね 。池のと ころの斜

面なんか ですと、 あそこに もかなり のそのパ ネルを貼 る事が、

景観とか っていう ことは抜 きにして 、貼る事 ができる 訳ですよ

ねという ところで ある程度 その電源 の確保も できるの で、確か

に美味し い水は美 味しい水 で、僕は もう伊勢 の人間な ので美味

しい水が かなり好 きです。好きなの ですけれ ども、急 速ろ過の

水につい ても全然 不味いな とも思わ ないし、普通に美 味しい水

だと思い ましたの で、経費 等々考え るのであ れば、今 後やっぱ

り そ の 緩 速 ろ 過 の 方 か ら 急 速 ろ 過 の 方 に シ フ ト チ ェ ン ジ し て

い く よ う な こ と も 検 討 に 入 れ て い っ て い た だ か な け れ ば い け

ないのか なと。太 陽光発電 について は、その 地盤が弱 いのでと

いうこと は、検討 されたと いうこと なのです けど、急 速ろ過の

方に設置 する、も しくは山 の斜面の 方に設置 する等々 の考慮も

やっぱり していか ざるを得 ないのか なと思い ますので 、その辺

り ま た 一 つ 検 討 を よ ろ し く お 願 い し た い と 思 い ま す 。 以 上 で

す。  

 

はい。ど うぞ。畑 井委員。  

 

このまと めを今読 んでいた だいたの ですが、表面の中 段のと

ころ、16 行目位の ところに なります かね。第 ４回では というこ

とが書か れていま して、そ の値上げ 、その避 けられな いという

表現で収 まってい るのです けれども 、第４回 の議論を ふり返っ

ても色ん な意見が あってで すね、反 対をされ る意見も あります

し。それ で、私は どちらか というと 賛成の方 の意見だ ったと思

うのです が、そ れも ですね 、単 純に賛成 というこ とではな くて、

その苦渋 の選択と いうか、その管路 の安定と かそうい うことを

含めて致 し方無く 避けられ ないとい う判断を したので すよね。

本 当 に そ こ で は 侃 侃 諤 諤 喧 喧 囂 囂 の 議 論 が あ っ て 避 け ら れ な

い と い う よ う な 終 結 点 ま で い っ た と い う 感 じ だ と 思 っ て い ま

すので、そこのと ころをも う少し書 かないと 、この１ 行２行で

は 単 純 に 皆 さ ん が 避 け ら れ な い と い う ふ う に 思 わ れ て し ま う

と残念な ので、そ このとこ ろは入れ てもう少 しきちっ とした表

現を入れ てほしい なという ふうに思 います。裏面に反 対意見と

いうのは あるので すけれど も、やっ ぱりその 前段の前 のところ

でその辺 のことを 書いてお かないと 、この審 議会がど のような

かたちで 議論をし たかとい うのが分 かりませ んので、その点は

特にお願 いをした いと思い ます。以 上です。  

 

お話分か りました 。作業と しては私 が後また これを書 き直す

ことにな っている のです。何か大変 な宿題が 出てしま った。は

い。出来 るだけそ のように させてい ただきま す。他い かがでし

ょう。特 にこの審 議結果案 というこ の A４の 用紙につ いてご意

見いただ ければと 思います 。ですか らその今 後とも継 続的に経

営努力を というお 話とか出 てきたと いうこと 。  

私の方か らの質問 になりま すが、こ の書いた この結果 はどなた
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小黒委員  

 

上下水道 管

理局長  

 

小黒委員  

 

 

 

上下水道 管

理局長  

 

小黒委員  

 

上下水道 管

理局長  

 

 

 

加治佐会 長  

 

 

 

 

 

が 読 ま れ て ど の よ う な 資 料 と し て 使 わ れ て い く こ と に な り ま

すか。  

 

 はい。 宜しいで しょうか 。  

  

 

はい。ど うぞ。  

 

 審 議 会 に つ き ま し て は 市 長 の 元 に お か れ た 審 議 会 で ご ざ い

ますので 、今回お まとめを 頂きます 意見、審 議結果、いわゆ る

意見につ きまして は、これ を会長名 で市長の 方に提出 をさせて

いただく ものでご ざいます 。  

 

はい。分 かりまし た。あり がとうご ざいます 。はい。それで

は。宜し いですか 。はい。 小黒委員 。  

 

先日議会 で説明さ れました ね。全員 協議会で 。特に意 見出な

かったな あ。出て ませんね 。出てま せんね。皆さん方 認識さ れ

ています 。何か意 見はでた 。出てま せんね。  

 

反対とい うご意見 は出てい ません。  

 

 

値上げに 反対とい うのは出 た。  

 

出ていな いです。  

 

 

出てない 。宜しい わ。議会 さんは議 会さんだ から。我 々審 議

会は審議 会で意見 を。これ は市長の 諮問機関 ですね。今の説明

は。市長 にあげて 市長が。  

 

すみませ ん。諮問 答申をす る機関で はないで す。  

 

 

はい。ご めんなさ い。私、 少し会議 があるも ので。  

 

条例では 、審議会 は下水道 の事業と かそうい うのを色 々書い

てあるの ですけど も、調査 、審議し 市長に意 見を述べ るものと

するとい うのが所 掌事項に なってお ります。ですから 諮問を受

けて答申 をしてい ただくと いうかた ちではご ざいませ ん。  

 

意見とし て、私前 回、間違 った発言 したので すよね。多数 決

でも取り ましょう かと言っ たことは 全く不必 要なこと でした。

申し訳あ りません 。色んな 意見が出 ましたと 、役立て て下さい

とこうい うことだ と思いま す。最後 にこのす みません 。これを

校 正 す る 立 場 で す の で 先 程 の 苦 渋 の 判 断 が あ っ た と い う こ と

の加筆と ですね、私座長で すので、ずっとあ まり意見 は言えな
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かったの ですけど 、このふ り返って みますと ですね、関口委員

のこの段 階的な改 定という のは、私 は当時は 市民にあ まりショ

ックを与 えない、ショック を小さく するとい うメリッ トだけを

考えてい たのです が、例え ば 10％、10％、10％ でもいい 訳です

ね。年ご とに。そ れで、10％ですと 感情的に は、受け 入れて貰

えるかも しれませ んし、そ の間に何 をあきら めましょ うという

議論もで きるかも しれませ んので、私はその 関口委員 のこの段

階的な改 定ってい うのをベ ースにし てですね 、またそ の選択肢

を広げる ことがで きないか と思って います。ただ恐ら くそれは

事 務 局 と し て は 負 担 を ず っ と 引 き ず る こ と に な っ て 決 め ら れ

ないこと が残って いくこと になりま すので、不具合も あるかと

は思うの ですが、メリット 、段階的 な改定案 のメリッ トという

の を も う 一 度 機 会 が あ れ ば 揉 ん で い た だ い て も 良 い か な と い

うふうに 私は思っ ています 。それは 機会があ ればどこ かに加え

ていただ ければと いうこと でして、関口委員 の意見は ここに書

い て あ り ま す の で こ れ を 骨 子 と し て 私 と し て は 承 り た い と 思

っていま す。それ ではです ね。宜し いでしょ うか。は い。どう

ぞ。  

 

少し先程 のですね 、全員協 議会でど んな意見 があった のかっ

ていうの を少し私 、メモを ざくっと 取ったの がありま すので。

５ 月 １ ８ 日 に 議 員 皆 さ ん に 対 し て 全 員 協 議 会 と い う か た ち で

説明をさ せていた だきまし た。議員 からはで すね、自 慢できる

水 が あ れ ば 高 く 売 っ て も 良 い の で は な い か と い う ご 意 見 を い

ただいた りですね 、関口委 員と同じ ように普 通高く、沢山使っ

たら高く なるって おかしい のではな いと。そ ういうの は研究し

てほしい よという ご意見。あと、市 民にとっ ては水道 を使う人

にとって 凄く大き な負担と いうご意 見をいた だいたり 、28％と

いうのを いただい ておりま す。それ と民営化 は考えて いるのか

という、これはも う津市で 責任を持 って事業 をやって いって下

さいよと いうこと を言われ ておりま す。その 意見がご ざいまし

た。そう いう意見 がござい ました。またです ね、詳し くはホ ー

ムページ に載って るんです 。申し訳 ありませ ん。  

 

はい。宜 しいでし ょうか。議員さん 達のお話 でした。それ で

は宜しい でしょう か。今日 のところ は。それ ではです ね、こ れ

までの審 議の経過 、その中 で出され た前回ま での意見 を整理さ

せていた だいたこ れにです ね、本日 のこの内 容を加え まして、

皆様の意 見を加え まして、当審議会 の審議結 果として 市へ報告

する予定 です。そ うさせて 下さい。  

取りまと めについ ては、会 長に一任 していた だけます でしょ

うか。  

 

〈  異 議 な し  〉  

 

ありがと うござい ます。事 務局にお かれまし ては、私 が取り

ま と め ま し た 審 議 結 果 を 各 委 員 に 送 付 い た だ き ま す よ う お 願

いします 。恐らく その段階 では送付 はさせて いただき ますが、
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事後報告 というこ とになる と思いま す。こう させてい ただきま

したとい う報告に なると思 います。  

 続きま して、協 議事項の ⑵その他 ですが、ご意見等 はござい

ますか。 はい。は い。どう ぞ。  

 

 何度も 申し訳あ りません 。今日欠 席の藤田 委員は美 杉町の方

で木を守 る運動と いうか森 林を守る 運動をさ れておら れます。

それで、その片田 の浄水場 の水源に 当たりま す長野川 のところ

の 少 し 上 の 所 で も 水 源 を 守 る 森 づ く り と い う の を や っ て お り

ますが、これ非常 にですね 、小規模 なかたち のもので 、津市 と

し て 水 源 を 守 っ て い こ う と い う か た ち の 運 動 と い う の が 非 常

に疎かに なってい るような 状況にあ ります。やっぱり 水の流れ

を考えた ら、やっ ぱり森が きちっと していて それで長 野川の所

の取水口 の水量も 増して、綺麗な水 ができる というよ うなかた

ちになっ ておりま すので、水源の森 をつくっ ていく運 動とかで

すね、そ れからそ ういう植 樹をする ような活 動に上下 水道局の

皆 さ ん が 積 極 的 に 参 加 を す る よ う な か た ち で 水 源 の 森 づ く り

と い う の を 進 め て い く よ う な 取 り 組 み を 今 後 お 願 い を し た い

というふ うに思っ ておりま す。以上 です。  

 

 はい。それはお 願いとい うことで よろしい でしょう か。そう

い っ た 森 づ く り と か そ れ に 類 す る こ と 、 よ ろ し く お 願 い し ま

す。その 他で特に 下水道工 務課長、下水道施 設課長は お越しい

ただかな くて宜し いですか ね。マン ホールの 問題は直 結はして

るかと思 うのです が。はい 。では 、今日協議 事項の最 初で信用

問題に関 わるとい うことで 話があっ たよとお 伝え下さ い。  

 

 すみま せん。少 し最初の ところで 説明が上 手くでき なかった

こととか 含めまし てですね 、畑井委 員からも 説明聞い ていても

他人事の ように聞 こえると いう厳し いお言葉 も頂きま した。同

じ 事 が 二 度 と 起 こ ら な い よ う に 全 庁 的 に 見 直 し て ち ゃ ん と 対

応してい きたいと 思います が、今回 のことに 関しまし て、非常

にご心配 をお掛け したこと について 深くお詫 び申し上 げます。

大変申し 訳ござい ませんで した。  

 

 畑井委 員。よろ しいでし ょうか。初めてで したね。「申し訳

ございま せんでし た」って いう。初 めてだっ たのです よ。  

 

 真っ先 にその言 葉がくる かなあと 思ってま した。  

 

 そうだ ったので すね。テ レビとか 見てます と官僚の 皆様はで

すね、「 御理解下 さい」で 言葉をく くるので すよね。あれだか

らテレビ 良い影響 与えてな いなあと 思います 。すみま せん。余

計なこと を申しま して。そ れでは、協議事項 その他も ないでよ

ろしいで すかね。ないとい うことで 、以上で 本日の協 議事項は

終 了 と 致 し ま す 。 事 務 局 か ら 連 絡 等 あ り ま し た ら お 願 い し ま

す。これ もすみま せん。会 議録の内 容につい ては、前 回同様 私

が確認し 、ホーム ページに 登載致し ますので 、ご承知 おき下さ
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理局長  

 

上下水道 管

理課長  

い。委員 の皆様に は長時間 に渡り貴 重なご意 見をいた だくと共

に 議 事 進 行 に つ い て 格 別 の ご 協 力 を い た だ き 誠 に あ り が と う

ございま した。  

 

 加治佐 会長、ま た、委員 の皆様長 時間に渡 りご協議 いただき

ましてあ りがとう ございま した。閉 会にあた りまして 上下水道

管理局長 からお礼 申し上げ ます。  

 

【挨拶】  

 

 

こ れ を も ち ま し て 第 ５ 回 津 市 上 下 水 道 事 業 経 営 審 議 会 を 閉

会とさせ ていただ きます。 ありがと うござい ました。  

 


